
フェニックス共済は、兵庫県が条例に基づいて実施し、 

あらゆる自然災害から「住宅」・「家財」を守る共済制度です。 

兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）は、災害発生時

に、被災した住宅の再建のために住宅所有者が相互に支え合う

「住宅再建共済制度」と、早期の生活再建を目指して県民がお互

いに助け合う「家財再建共済制度」とにより、自然災害への「備

え」を充実させています。 

いざというときのわが家の安全・安心のためにも、ぜひご加入

ください。 

県内に住宅をお持ちの方の 

住宅再建共済制度 
年額 5,000 円で 

県内にお住まいの方の 

家財再建共済制度 
年額 1,500 円で 

ﾌｪﾆｯｸｽｻﾎﾟｰﾀｰ 

 はばタン 

( 公財 ) 兵庫県住宅再建共済基金
　☎078-362-9400（平日午前 9時～午後 5時）

フェニックス共済
自然災害から「住まい」「家財」を守る

１．地震、津波、風水害、豪雪、竜巻など

　　あらゆる自然災害による被害が対象と

　　なります。
２．地震保険や他の共済に加入していて

　　も加入でき、給付が受けられます。

３．住宅と家財の同時加入や、複数年一

　　括支払いによる割引きあります。
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広報 

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
地
域
創
成
生
涯
学
習
講
座

　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学

部
で
は
、
大
学
と
地
域
の
人
々
と

の
連
携
推
進
を
図
る
た
め
に
、
本

年
度
も
「
吉
備
国
際
大
学
地
域
創

成
生
涯
学
習
講
座
」
を
開
講
い
た

し
ま
す
。

　

本
学
部
教
員
と
南
あ
わ
じ
市
で

活
躍
す
る
講
師
を
招
い
て
、
幅
広

い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

講
座
❶

▽
日
時　

9
月
14
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時
20
分

▽
場
所　

同
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
１
０
４
講
義
室

▽
内
容　

田
舎
暮
ら
し
と
古
民
家

▽
講
師　

ま
ち
づ
く
り
専
攻
建
築

士
／
兵
庫
県
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー　

奥
井
正
造
氏

講
座
❷

▽
日
時　

9
月
28
日
（
水
）

　

午
後
7
時
～
8
時
20
分

▽
場
所　

講
座
❶
と
同
様

▽
内
容　

淡
路
島
偉
人
伝
～
国
賊

か
？
勤
王
の
志
士
か
？
津
井

の
庄
屋
・
古
東
領
左
衛
門

▽
講
師　

㈲
登
里
製
瓦 

代
表
取

締
役
／
津
井
地
域
づ
く
り
協

議
会
会
長　

登
里
康
生
氏

講
座
の
申
込
み

　

吉
備
国
際
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
☎
42
・
４
７
０
８

◆
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
受
験

生
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
、

ご
家
族
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

駐
車
場
は
多
数
あ
る
ほ
か
、
参
加

申
込
み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
一

度
、
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

9
月
24
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
4
時

▽
内
容　

学
食
体
験
、学
科
紹
介
、

講
義
参
観
、
実
習
参
観
、
入
試

相
談
、
奨
学
金
相
談
、
ア
パ
ー

ト
相
談
、
Ａ
Ｏ
面
談
、
在
学
生

と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
ほ
か

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室

　

☎
０
１
２
０
・
25
・
９
９
４
４

　　　　

　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にか

えさせていただきます）

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
　　　　　　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで読み取り、
　クイズに応募できます

で打ち上げられた花火は、

合計何発でしょうか？
（ヒントは広報 2 頁）

▲２尺玉（福良）▲花火とコラボレーションした
　南あわじ太鼓衆「甍」（慶野）

広報クイズ

▲

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報や
さんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切９月15日（木）※消印有効

今年の市民まつり「慶野松原花火
大会」と「福良湾海上花火大会」

休
日
応
急
診
療
所
の
開
所
式

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
新
隊
員
着
任

　ヴィッセル神戸のホームゲームの無料観戦チケットを、南あわ
じ市在住の人にプレゼントします。
●日時　１０月１日（土） 19時試合開始
●場所　ノエビアスタジアム神戸
　　　　（神戸市兵庫区御崎町１-２-２）
●カード　ヴィッセル神戸　vs.　川崎フロンターレ
●席種人数　自由席に抽選で200人
●申込方法
 （１）官製往復ハガキで応募
　　❶申込人数（４人まで）❷参加者全員の郵便番号、
　　住所、氏名、年齢、電話番号
　　※返信先住所を記入
　　応募先：〒652-0855 神戸市兵庫区御崎町1-2-1
　　「ヴィッセル神戸南あわじ市民応援デー係」
●当選連絡　試合の1週間前までにハガキで連絡
●応募締切　９月19日（月・祝）ハガキ必着
問ヴィッセル神戸チケットセンター
　☎078-651-1222 　※平日10:00～17:30

ヴィッセル神戸南あわじ市民応援デー
　プレゼ

ント

　

本
市
立
小
学
校
長
が
、県
教
育
委

員
会
よ
り
懲
戒
免
職
と
い
う
重
い

処
分
を
受
け
る
不
祥
事
を
起
こ
し
、

学
校
教
育
に
対
す
る
信
頼
を
大
き

く
損
な
う
事
態
を
招
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、市
教
育

委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
誠
に

遺
憾
で
あ
り
、何
よ
り
も
子
ど
も

た
ち
、保
護
者
の
皆
様
、地
域
住
民

の
皆
様
、市
民
の
皆
様
に
大
変
な

ご
心
配
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
、誠
に
申
し
訳
な
く

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、こ
の
事
案
を
深
く
受

け
止
め
る
と
と
も
に
、子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、安
心
し

て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、安

定
化
へ
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま
た
、教
職
員
、特
に
管
理
職

が
自
覚
し
、あ
ら
た
め
て
襟
を
正

す
と
と
も
に
、二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
指
導
・
教
育
を
徹

底
し
、学
校
教
育
の
信
頼
回
復
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、ご
心
配
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

本
市
立
小
学
校
長
の

不
祥
事
に
つ
い
て
の
お
詫
び

▲オープンキャンパスの様子

　

南
あ
わ
じ
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
委
嘱
状
交
付
式
を
８
月
１
日

に
行
い
、
西
宮
市
出
身
の
小
林

康や
す
よ
し悦

さ
ん
と
、
大
阪
府
堺
市
出
身

の
小
野
山
豪
さ
ん
が
新
た
に
着
任

し
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
淡
路
手
延
素
麺

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
る
販
路
拡
大
を

目
指
す
ほ
か
、
素
麺
製
造
技
術
の

習
得
を
行
い
ま
す
。
小
野
山
さ
ん

は
、
沼
島
で
住
民
と
と
も
に
漁
業

振
興
や
沼
島
総
合
観
光
案
内
所
の

運
営
等
に
あ
た
り
、
沼
島
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

交
付
式
で
は
、小
林
さ
ん
は「
ネ

ッ
ト
通
販
等
に
携
わ
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
い
」、
小
野

山
さ
ん
は
「
島
の
方
に
早
く
顔
と

名
前
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
休
日
応
急
診
療
所

の
移
転
に
伴
う
開
所
式
を
8
月
７

日
に
開
催
し
、
急
病
患
者
を
診
療

す
る
た
め
の
新
た
な
体
制
が
新
天

地
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

移
転
先
は
旧
南
淡
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
診
療
を
行
う
た
め
の

施
設
改
修
工
事
は
今
年
５
月
末
に

完
了
。
総
事
業
費
は
３
９
５
４
万

円
で
、
診
察
室
や
処
置
室
等
を
新

設
し
た
ほ
か
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や

空
調
等
機
械
設
備
の
一
部
改
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
、
関
係
者
約
20
人

が
出
席
。
中
田
市
長
は
「
休
日
に

も
安
心
で
安
定
し
た
生
活
を
送
れ

る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
地
域
に

▲委嘱状を受けた小林さん（右）と、
　小野山さん（左）

▲開所式でのテープカット

▲旧南淡福祉保健センターへ移転した
　南あわじ市休日応急診療所

平
成
28
年
９
月
１
日

　

南
あ
わ
じ
市
教
育
長　

岡
田
昌
史

貢
献
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
南
あ
わ

じ
市
医
師
会
の
高
田
育
明
会
長
は

「
市
の
救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て
、

住
民
の
健
康
と
生
命
の
確
保
の
た

め
適
切
に
運
営
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
休
日
応
急
診
療
所

▽
所
在
地　

南
あ
わ
じ
市
賀
集

　

１
０
６
５
番
地
７

※
賀
集
地
区
公
民
館
横

▽
診
療
日　

日
曜
・
祝
日
、
盆

休
み
、
年
末
年
始
。
毎
月
広

報
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
19
頁
参
照

▽
診
療
時
間　

午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時
、
午

後
７
時
～
11
時

▽
電
話
番
号 

☎
53
・
１
５
３
６

※
８
月
号
の
正
解
は「
公
園
」。  

38
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。


